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市が修理に対する補助金を交付し、保存に努める。
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指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

国登録文化財保存促進事業国登録文化財保存促進事業国登録文化財保存促進事業国登録文化財保存促進事業

開始年度 2007 終了年度 9999

文化財保護法

目的 個性ある街並み景観の形成に寄与する文化財建造物の保存を確実なものとするために、調査を実施し、国登録有形文化財に登
録することを目的とする。
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事業名

部署名 文化課

 国登録文化財の修理事業に対する補助を行う。　補助率3/4、上限4,500千円（市1／2、国1／4、自己負担1／4）

事業コード

2309

概要
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活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

一般会計

補助（県）事業

普通建設事業費

総
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計
画

体
系
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基本施策
体系

重点施策
体系

国登録文化財への申請件数 目標値 1111 1111 1111 1111 1111件

実績値 0000 5555

補助金交付件数 件 目標値 1111 1111 1111 1111 1111

計算
根拠

実際に補助金を交付した件数が、保存に対する理解度とし
てとらえる。

実績値 0000 5555

達成率
（％）

－－－－ 500500500500

実数値

ランク －－－－ AAAA

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

歴史・伝統・文化を伝承し
創造する

文化・芸術

基本目標 属性 基本施策

文化財の保護・活用

実施施策

2052

「鯖江ブランド」づくり 歴史文化郷土の誇りを未来につなぐまちづく
り

重点施策 分類（大） 分類（小）

723

H23事業名 国登録文化財保存促進事業 2309

335



平成平成平成平成24242424年度年度年度年度　　　　事務事業評価事務事業評価事務事業評価事務事業評価____事務事業調書事務事業調書事務事業調書事務事業調書　（　（　（　（評価対象事業評価対象事業評価対象事業評価対象事業））））

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評

価
評

価
評

価
評

価
）） ））

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

古建築を修理して保存していきたいが、修理費が高くつくので、なかなかできな
いとの多くの要望がある。

根
拠

事業名

主体

必
要

性

【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

文化的景観や街並みの保存として、市が補助金を交付するので、行政が関与する
必要がある。
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【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名

所管課

根
拠

ない

補助金としての性格上、コスト削減の余地はない。根
拠

県の補助金を活用している。（1／4）

根
拠

補助率や限度額のアップが考えられるが、市内には、多くの国登録文化財候補が
存在すると思われ、財政的に困難である。

根
拠

文化財建造物の修理事業は今後も発生する可能性が高
いと見込まれるので維持すべき。

維持維持維持維持
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【平成25年度　方向性】

文化財建造物の修理事業は今後も発生する可能性が高
いと見込まれるので維持すべき。

平
成
2
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度
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【平成24年度　方向性】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

団体補助等の特定の相手先への
補助金や交付金事業のため

H23事業名 国登録文化財保存促進事業 2309
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